
献立の作成 

“料理”の登録が終わったら“献立”を作ります。 

献立を選んでください。 

 
 

1. 献立の画面 

献立の画面になります。既に献立を入力してある場合は、最後の献立が表示されます。 

次の手順で献立を作成してください。 

 

  



2. 献立の作成手順 

献立の日付 
カレンダーをクリックして日付を選択すると、新規作成の確認表示が出ますので、“はい”

を押してください。 

 

日付が次のように表示されます。 

 

 

献立数などの設定 
それぞれの項目に数量を入れてください。 

 
 

 

食事区分・年齢区分 
献立を作成する“食事区分”を選択します。 

同様に年齢区分も選択します。 

 

 

以上が出来たら次に説明する方法で献立を作成してください。 

 

  



3. 料理の選択 

左の画面で料理を選択すると、右の画面に食品が表示されます。 

例えば、料理の選択欄に“42”と入れてエンターキーを押すと、上 42 から始まる料理一覧

が出ますので、ここでは“豆腐のカレー煮”を選んでみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうような方法でご飯やみそ汁を追加してみました。 

このように料理が追加されました。 

 
 

このようにして献立を作成していきます。 

一人の分量は献立ごとに自由に変えることが出来ます。 

 

 

  



4. 料理の編集や献立からの料理の削除 

 

料理マスタの書き換え 献立の画面で食品の数量や食品の追加・削除を行ったもので“料

理マスタ”を書き換えたい場合はこのボタンを押してください。 

料理マスタの編集 このボタンを押すと、料理マスタの画面になります。 

献立の画面を終了させずに“料理”の新規登録などが出来て、

その料理を献立に使うことが出来ます。 

料理の削除 この削除は、献立からの削除です。 

ここで削除をしても料理マスタからは削除されません。 

 

 

 

5. 食品の編集 

食品の画面でカーソルポインタを移動すると、次のようなボタンが現れます。 

 

食品マスタの編集 このボタンを押すと、食品マスタの画面になります。 

献立の画面を終了させずに“食品マスタ”の編集や新規登録な

どが出来て、その結果を献立に使うことが出来ます。 

 

食品の削除 この削除は、献立からの削除です。 

ここで削除をしても食品マスタからは削除されません。 

 

 

 

  



6.  3歳以上から 3歳未満への献立複写 

 三歳以上の献立が終わったら、「3才未満」を選択します。 

 

 複写のボタンが出ますので、これを実行すると、三歳以上の献立が三歳未満に複写され

ます。 

 

この時、“しない・する”の選択は次のようになります。 

数量の自動計算を“しない” 料理マスターの登録で設定した3歳未満児の数量にな

ります。 

数量の自動計算を“する” 3 才以上児の数量をもとに、ここに設定した％で計算

した数量になります。 

 

 献立数や実食数は忘れずに入力してください。 

 

 

 

7. おやつの献立 

 

 おやつの献立も昼食と同じようにおこなってください。 

 献立人数等は昼食と同一になります。 

 

  



8. 献立の複写 

過去に作成した献立の複写も出来ます。 

新規作成 ⇒ “複写” のボタンを押してください。 

 

次のような献立の一覧が出ますので、複写したい献立を選んで“選択”ボタンを押してく

ださい。 

 

 

9. 献立の入力が終わったら 

“献立書込”のボタンを押してください。 

 
 

  



10. 栄養価の試算 

栄養価の試算のタグをクリックして、“計算実行”ボタンを押すと、次のような栄養価の

試算が出来ます。 

これを見ながら食品の入れ替えや数量変更が出来ます。 
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